














スと掛け合わせ、胃がんにおいて p53 遺伝子が持つ機能を解明する。p53 喪失により、がんの
悪性化が予測されるが、その悪性化にどのような p53 標的遺伝子群が関わるのか、明らかにし
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研 究 題 目：がん抑制遺伝子 p53機能喪失を伴った新規悪性胃がん病体モデルの 
作製と解析 
  








① 消 化 器 が ん モ デ ル マ ウ ス





② p53 を野生型で持つマウス、p53 を持た
ないマウスから生じたがん組織を採取する。 
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